
2023年３月期 決算短信〔日本基準〕(連結)
2023年５月15日

上 場 会 社 名 Mipox株式会社 上場取引所 東
コ ー ド 番 号 5381 URL http://www.mipox.co.jp/
代 表 者 (役職名) 代表取締役社長 (氏名)渡邉 淳
問合せ先責任者 (役職名) 取締役執行役員 (氏名)上谷 宗久 (TEL)03-6911-2300
定時株主総会開催予定日 2023年６月27日 配当支払開始予定日 2023年６月28日
有価証券報告書提出予定日 2023年６月28日
決算補足説明資料作成の有無 ： 有

決算説明会開催の有無 ： 有 （ 機関投資家向け ）

(百万円未満切捨て)
１．2023年３月期の連結業績（2022年４月１日～2023年３月31日）
（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年３月期 10,029 △4.0 212 △85.5 426 △73.6 45 △97.1
2022年３月期 10,449 41.9 1,467 308.3 1,613 435.4 1,550 ―

(注) 包括利益 2023年３月期 120百万円(△92.9％) 2022年３月期 1,691百万円( 606.1％)

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2023年３月期 3.18 ― 0.6 2.8 2.1

2022年３月期 124.89 124.68 24.9 12.5 14.0
(参考) 持分法投資損益 2023年３月期 ―百万円 2022年３月期 ―百万円

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2023年３月期 16,195 7,997 49.4 561.67

2022年３月期 14,606 8,091 55.4 568.24
(参考) 自己資本 2023年３月期 7,997百万円 2022年３月期 8,091百万円

（３）連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

2023年３月期 △423 △1,068 1,638 2,452
2022年３月期 1,656 △3,336 932 2,234

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2022年３月期 ― 0.00 ― 15.00 15.00 213 12.0 3.2

2023年３月期 ― 0.00 ― 10.00 10.00 142 314.5 1.8

2024年３月期(予想) ― 0.00 ― ― ― ―

(注) 2024年３月期（予想）期末の配当につきましては未定であります。

３．2024年３月期の連結業績予想（2023年４月１日～2024年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通 期 10,500 4.7 500 134.8 600 40.7 500 ― 35.11
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※ 注記事項

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 無

　 新規 ―社 (社名)― 、除外 ―社 (社名)―
　

　

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2023年３月期 14,451,920株 2022年３月期 14,451,920株

② 期末自己株式数 2023年３月期 212,630株 2022年３月期 212,610株

③ 期中平均株式数 2023年３月期 14,239,299株 2022年３月期 12,413,221株
　

※自己株式数は、信託口が所有する当社株式2022年３月期23,300株、2023年３月期23,300株を含めて記載しており
ます。

　

(参考) 個別業績の概要
１．2023年３月期の個別業績（2022年４月１日～2023年３月31日）
（１）個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年３月期 8,401 △12.0 △402 ― 15 △99.2 △151 ―
2022年３月期 9,550 47.2 1,406 386.5 1,892 539.1 1,728 ―

　

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

2023年３月期 △10.62 ―

2022年３月期 139.26 139.03
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2023年３月期 15,266 7,523 49.3 528.38

2022年３月期 13,839 7,889 57.0 554.03

(参考) 自己資本 2023年３月期 7,523百万円 2022年３月期 7,889百万円
　

　

　

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です
　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

　

当連結会計年度における我が国の経済は、新型コロナウィルス感染症（以下、感染症といいます。）による経済

活動の制限が限定的になりつつも、世界的なウクライナ情勢の長期化や米中関係の地政学的リスク、インフレ抑制

を図った金融引き締めの影響により、エネルギー価格の高騰や円安基調の為替変動等を起因とした物価上昇も見ら

れました。足許ではウィズコロナの下、外国人旅行者の増加や、個人消費の持ち直しがあるものの、欧米での金融

機関の破綻・経営不安等の影響の拡大も懸念され、我が国の景気への下押し圧力や、今後の金利政策や為替動向に

注意を要する状況です。

このような状況の中、当社グループは、経営基本方針である「エンジニアリングアプローチによる製品事業の付

加価値向上」「受託事業からエンジニアリングサービス事業への転換」「早い変化と多様性に対応できる経営基盤

の整備」のもと、当社グループの価値として掲げる「塗る・切る・磨くで世界を変える」ための取り組みを継続し

てまいりました。

当社グループの事業環境におきましては、当連結会計年度上半期は、前連結会計年度から引き続き半導体市場が

堅調であったものの、世界的なインフレ抑制を図った金融引き締めの影響もあり、下半期頃から半導体やハイテク

製品の在庫調整および米国GAFAMを中心とした雇用調整と投資抑制等、急速に弊社の主な顧客マーケットである、

データセンター向け投資の抑制、ハードディスク関連や光ファイバー関連、PC、電子デバイス需要に係る半導体関

連の需要の減退が見られました。一方、当連結会計年度に取得し、稼働を開始した鹿沼事業所を軸とした生産体制

の再編は一定の進捗と成果が見られており、新たな受託ニーズの獲得を含む生産能力の拡大と生産体制の効率化を

進めております。

その結果、当連結会計年度における当社グループの業績は売上高100億29百万円(前年同期比4.0%減)、営業利益

は２億12百万円(前年同期比85.5%減)、経常利益は４億26百万円(前年同期比73.6%減)、親会社株主に帰属する当期

純利益は45百万円(前年同期比97.1%減)となりました。

セグメント別の業績は次のとおりであります。

・製品事業

製品事業の売上高は、79億48百万円（前年同期比5.0%増）、セグメント利益は７億53百万円（前年同期比14.9%

減）となりました。自動車や鉄鋼関連向けの一般研磨製品の売上が安定的に推移した一方、世界的なデータセンタ

ーへの投資抑制や電子デバイス関連市場の低迷により、ハードディスク関連製品の売上が減少し、増収減益となり

ました。

・受託事業

受託事業の売上高は、20億80百万円（前年同期比27.7%減）、セグメント損失は５億40百万円（前年同期は５億

82百万円のセグメント利益）となりました。受注元の在庫調整や生産変更などによる受注減の影響を受け売上が減

少し、事業所維持費を中心とした固定費等が増加したことにより減収減益となりました。
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（２）当期の財政状態の概況

　

(資産)

当連結会計年度末の総資産は、前連結会計年度末に比べ15億88百万円増加の161億95百万円となりました。

主な内容は、現金及び預金の増加２億19百万円、仕掛品の増加３億43百万円、その他流動資産の増加４億96百万

円、有形固定資産の増加33億13百万円、前払金の減少27億55百万円、繰延税金資産の減少１億99百万円等でありま

す。

(負債)

当連結会計年度末の負債は、前連結会計年度末に比べ16億82百万円増加の81億97百万円となりました。

主な内容は、短期借入金の増加14億69百万円、長期借入金の増加６億79百万円、繰延税金負債の増加１億５百万

円、未払法人税等の減少２億75百万円、前受金の減少２億円等によるものであります。

(純資産)

当連結会計年度末の純資産は、前連結会計年度末に比べ93百万円減少の79億97百万円となりました。

主な内容は、親会社株主に帰属する当期純利益45百万円、為替換算調整勘定の増加75百万円、配当金の支払によ

る利益剰余金の減少２億13百万円等であります。

この結果、当連結会計年度末の自己資本比率は、49.4％となりました。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度末における現金及び現金同等物の期末残高は、前連結会計年度末に比べ２億18百万円増加の24億

52百万円となりました。

当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動によるキャッシュ・フローは、４億23百万円の減少（前年同期は16億56百万円の増加）となりました。

主な内容は、税金等調整前当期純利益４億29百万円、減価償却費５億27百万円、賞与引当金の減少83百万円、関

係会社整理損失引当金の減少87百万円、棚卸資産の増加による減少３億21百万円、未収入金の増加による減少１億

71百万円、前受金の減少２億円、法人税等の支払額４億29百万円等であります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動によるキャッシュ・フローは、10億68百万円の減少（前年同期は33億36百万円の減少）となりました。

主な内容は、有形固定資産の取得による支出９億84百万円、関係会社株式の取得による支出38百万円、事業譲受

による支出30百万円等であります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動によるキャッシュ・フローは、16億38百万円の増加（前年同期は９億32百万円の増加）となりました。

主な内容は、短期借入金の純増額14億69百万円、長期借入れによる収入20億34百万円、長期借入金の返済による

支出13億34百万円、リース債務の返済による支出２億18百万円、配当金の支払額２億12百万円等であります。
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（４）今後の見通し

世界的な金融引き締めが継続しており、ハイテク分野におけるハードディスク関連や半導体関連、光ファイバー

関連の需要回復は世界的な景気動向に影響を受け、不透明な状況が続いております。また、受託事業においても電

子デバイス等の需要動向に影響を受けるため、同様に見通しが困難な状況です。一方、費用面においては引き続き

エネルギー価格の高騰や人件費の増加、更には原材料費の増加が継続される見込みです。

当社グループは鹿沼事業所へ本社・本店を移転することといたしました。当社グループは製造業として、長きに

渡り製造現場と営業・開発を含む本社に付随する組織が密に情報を交換し意見を出し合い、相乗効果を産み出して

まいりました。不透明な経済情勢および経営環境が見込まれる中、改めて製造業の根幹であり、成長の源泉でもあ

る製造現場と本社の一体運営により、迅速で柔軟な事業運営を進めてまいります。

2024年3月期の業績予想につきましては、相対的に安定的な需要が見込まれている一般研磨分野の他、一定の需

要回復が期待されるハイテク分野、受託事業を開始している鹿沼事業所による生産能力の拡大等により、売上高は

105億円、営業利益は５億円、経常利益は６億円、親会社株主に帰属する当期純利益は５億円を見込んでおりま

す。

(注)この資料に記されている売上および利益の予想数値は、当社および当社グループの各部門に関する業界の動

向について見直しを含む、国内および諸外国の経済状況、ならびに為替レートの変動その他の業績に影響を

与える要因について、現時点で入手可能な情報をもとにした予想を前提としており、実際の業績等はこの資

料に記載されている予想数値とは大きく異なる場合があることをご承知おき下さい。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、当面は、日本基準で連結財

務諸表を作成する方針であります。

なお、ＩＦＲＳの適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応していく方針であります。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当連結会計年度
(2023年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,394,382 2,613,396

受取手形 309,907 281,098

売掛金 1,789,097 1,837,842

電子記録債権 216,222 266,427

商品及び製品 789,147 786,882

仕掛品 1,365,509 1,708,985

原材料及び貯蔵品 582,096 631,730

前払金 2,755,980 ―

その他 412,225 908,918

貸倒引当金 △2,943 △2,895

流動資産合計 10,611,626 9,032,387

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 4,899,229 6,983,940

機械装置及び運搬具 3,232,820 3,770,079

工具、器具及び備品 378,283 435,865

土地 859,156 2,019,286

リース資産 835,496 673,193

建設仮勘定 391,626 115,500

減価償却累計額 △7,246,189 △7,333,927

有形固定資産合計 3,350,423 6,663,939

無形固定資産

のれん 80,978 92,483

ソフトウエア 9,755 23,127

電話加入権 377 377

無形固定資産合計 91,111 115,988

投資その他の資産

投資有価証券 55,000 55,000

関係会社株式 ― 38,102

退職給付に係る資産 224,480 213,148

繰延税金資産 201,601 1,801

その他 72,363 74,909

投資その他の資産合計 553,445 382,960

固定資産合計 3,994,979 7,162,888

資産合計 14,606,606 16,195,275
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当連結会計年度
(2023年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 756,521 793,570

短期借入金 400,000 1,869,000

1年内償還予定の社債 100,000 27,500

1年内返済予定の長期借入金 1,005,392 1,033,679

リース債務 88,588 69,008

未払金 418,090 664,371

未払法人税等 308,831 33,238

前受金 237,350 36,564

賞与引当金 237,754 155,315

関係会社整理損失引当金 92,109 6,727

その他 357,938 376,628

流動負債合計 4,002,578 5,065,604

固定負債

社債 42,500 15,000

長期借入金 2,173,056 2,852,326

リース債務 280,828 148,387

繰延税金負債 919 106,509

その他 15,436 9,696

固定負債合計 2,512,740 3,131,920

負債合計 6,515,318 8,197,524

純資産の部

株主資本

資本金 3,379,569 3,379,569

資本剰余金 2,925,782 2,925,782

利益剰余金 1,705,371 1,536,725

自己株式 △104,219 △104,230

株主資本合計 7,906,504 7,737,847

その他の包括利益累計額

為替換算調整勘定 184,783 259,903

その他の包括利益累計額合計 184,783 259,903

純資産合計 8,091,287 7,997,750

負債純資産合計 14,606,606 16,195,275
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（２）連結損益及び包括利益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2021年４月１日
　至 2022年３月31日)

当連結会計年度
(自 2022年４月１日

　至 2023年３月31日)

売上高 10,449,497 10,029,181

売上原価 5,900,807 6,564,738

売上総利益 4,548,689 3,464,442

販売費及び一般管理費

役員報酬 116,069 111,158

給料及び賞与 895,852 897,668

賞与引当金繰入額 96,874 47,892

退職給付費用 34,032 46,936

荷造運搬費 310,854 354,820

減価償却費 71,214 110,015

研究開発費 48,001 133,049

貸倒引当金繰入額 △211 △64

その他 1,508,874 1,549,983

販売費及び一般管理費合計 3,081,562 3,251,460

営業利益 1,467,126 212,982

営業外収益

受取利息 5,190 7,502

受取配当金 360 360

受取賃貸料 ― 165,612

為替差益 207,779 204,786

その他 10,004 26,550

営業外収益合計 223,334 404,810

営業外費用

支払利息 50,394 69,438

支払手数料 19,080 65,198

賃貸費用 ― 51,530

支払保証料 1,163 503

その他 6,552 4,789

営業外費用合計 77,190 191,459

経常利益 1,613,270 426,333
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(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2021年４月１日
　至 2022年３月31日)

当連結会計年度
(自 2022年４月１日

　至 2023年３月31日)

特別利益

固定資産売却益 ― 11,047

関係会社整理損失引当金戻入額 ― 29,643

特別利益合計 ― 40,691

特別損失

固定資産売却損 137 31,101

固定資産除却損 40,133 6,386

減損損失 82,241 ―

関係会社整理損失引当金繰入額 71,312 ―

特別損失合計 193,824 37,488

税金等調整前当期純利益 1,419,446 429,536

法人税、住民税及び事業税 305,385 78,705

法人税等調整額 △436,185 305,537

法人税等合計 △130,799 384,242

当期純利益 1,550,246 45,293

（内訳）

親会社株主に帰属する当期純利益 1,550,246 45,293

非支配株主に帰属する当期純利益 ― ―

その他の包括利益

為替換算調整勘定 140,991 75,119

その他の包括利益合計 140,991 75,119

包括利益 1,691,237 120,413

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 1,691,237 120,413

非支配株主に係る包括利益 ― ―
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（３）連結株主資本等変動計算書

　前連結会計年度(自 2021年４月１日 至 2022年３年31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 2,365,898 1,912,110 155,124 △104,096 4,329,036

当期変動額

新株の発行 1,013,671 1,013,671 2,027,343

親会社株主に帰属する

当期純利益
1,550,246 1,550,246

自己株式の取得 △123 △123

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）

当期変動額合計 1,013,671 1,013,671 1,550,246 △123 3,577,467

当期末残高 3,379,569 2,925,782 1,705,371 △104,219 7,906,504

その他の包括利益累計額

純資産合計
為替換算調整勘定

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 43,792 43,792 4,372,829

当期変動額

新株の発行 2,027,343

親会社株主に帰属する

当期純利益
1,550,246

自己株式の取得 △123

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
140,991 140,991 140,991

当期変動額合計 140,991 140,991 3,718,458

当期末残高 184,783 184,783 8,091,287
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　当連結会計年度(自 2022年４月１日 至 2023年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 3,379,569 2,925,782 1,705,371 △104,219 7,906,504

当期変動額

剰余金の配当 △213,939 △213,939

親会社株主に帰属する

当期純利益
45,293 45,293

自己株式の取得 △11 △11

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）

当期変動額合計 ― ― △168,645 △11 △168,656

当期末残高 3,379,569 2,925,782 1,536,725 △104,230 7,737,847

その他の包括利益累計額

純資産合計
為替換算調整勘定

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 184,783 184,783 8,091,287

当期変動額

剰余金の配当 △213,939

親会社株主に帰属する

当期純利益
45,293

自己株式の取得 △11

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
75,119 75,119 75,119

当期変動額合計 75,119 75,119 △93,536

当期末残高 259,903 259,903 7,997,750
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2021年４月１日
　至 2022年３月31日)

当連結会計年度
(自 2022年４月１日

　至 2023年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 1,419,446 429,536

減価償却費 329,214 527,508

のれん償却額 8,997 18,495

減損損失 82,241 ―

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,757 △64

賞与引当金の増減額（△は減少） 99,873 △83,018

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △9,260 11,332

関係会社整理損失引当金の増減額（△は減少） 71,312 △87,775

受取利息及び受取配当金 △5,550 △7,862

受取賃貸料 ― △165,612

支払利息 50,394 69,438

支払手数料 19,080 65,198

固定資産売却損益（△は益） 137 20,054

固定資産除却損 40,133 6,386

売上債権の増減額（△は増加） △158,102 △39,354

棚卸資産の増減額（△は増加） △325,222 △321,406

未収入金の増減額（△は増加） 45,248 △171,440

仕入債務の増減額（△は減少） 49,307 △35,889

未払金の増減額（△は減少） △68,345 178,981

前受金の増減額（△は減少） 1,007 △200,290

その他 154,084 △263,935

小計 1,802,239 △49,719

利息及び配当金の受取額 5,594 7,862

賃貸料の受取額 ― 180,032

利息の支払額 △50,816 △66,468

支払手数料の支払額 △19,080 △65,198

法人税等の支払額 △81,652 △429,624

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,656,283 △423,115

　

http://cbs.wondershare.com/go.php?pid=7486&m=db


12

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2021年４月１日
　至 2022年３月31日)

当連結会計年度
(自 2022年４月１日

　至 2023年３月31日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △3,301,842 △984,043

有形固定資産の売却による収入 215,359 6,910

有形固定資産の除却による支出 △32,200 ―

無形固定資産の取得による支出 △26,869 △16,651

投資有価証券の取得による支出 △45,000 ―

関係会社株式の取得による支出 ― △38,102

吸収分割による支出 △100,000 ―

事業譲受による支出 ― △30,000

その他 △46,037 △6,802

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,336,589 △1,068,688

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） ― 1,469,000

長期借入れによる収入 318,122 2,034,780

長期借入金の返済による支出 △1,158,285 △1,334,731

社債の償還による支出 △160,000 △100,000

自己株式の取得による支出 △123 △11

株式の発行による収入 2,014,380 ―

新株予約権の発行による収入 12,963 ―

リース債務の返済による支出 △94,089 △218,466

配当金の支払額 △66 △212,449

財務活動によるキャッシュ・フロー 932,900 1,638,122

現金及び現金同等物に係る換算差額 119,398 71,932

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △628,007 218,251

現金及び現金同等物の期首残高 2,862,715 2,234,708

現金及び現金同等物の期末残高 2,234,708 2,452,960
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(表示方法の変更)

(連結損益計算書関係)

前連結会計年度において、独立掲記しておりました「営業外収益」の「補助金収入」は、金額的重要性が乏しく

なったため、当連結会計年度においては「その他」に含めて表示しております。この表示方法の変更を反映させる

ため、前連結会計年度の連結財務諸表の組替を行っております。

この結果、前連結会計年度の連結損益計算書において、「営業外収益」に表示していた「補助金収入」3,548千

円及び「その他」6,455千円は、「その他」10,004千円として組み替えております。

(連結キャッシュ・フロー計算書関係)

前連結会計年度において、独立掲記しておりました「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「補助金収入」及

び小計欄以下の「補助金の受取額」は、金額的重要性が乏しくなったため、当連結会計年度においては「税金等調

整前当期純利益」に含めて表示しております。この表示方法の変更を反映させるため、前連結会計年度の連結財務

諸表の組替を行っております。

この結果、前連結会計年度の連結キャッシュ・フロー計算書において、「営業活動によるキャッシュ・フロー」

の「補助金収入」△3,548千円、「小計」1,798,690千円及び「補助金の受取額」3,548千円は、「小計」1,802,239

千円として組替えております。

(追加情報)

(従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引)

当社は、当社従業員に対して自社の株式を給付し、株主の皆様と経済的な効果を共有させることにより、従業員

の株価及び業績向上への意欲や士気を高め、中長期的な企業価値向上を図ることを目的として、「株式給付信託

（J-ESOP）」（以下「本制度」という）を2013年３月より導入しております。

本制度は、あらかじめ定めた株式給付規程に基づき、当社の従業員が受給権を取得した場合に当社株式を給付す

る仕組みであります。

当社では、従業員に会社業績の達成度及び各人の成果に応じてポイントを付与し、一定の条件により受給権を取

得した従業員に対し、当該付与ポイントに相当する当社株式を給付します。従業員に対し給付する株式について

は、あらかじめ信託設定した金銭により将来分も含め取得し、信託財産として分別管理するものであります。

なお、信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により、純資産の部に自

己株式として計上しております。当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、前連結会計年度8,686千円、23,300株、

当連結会計年度8,686千円、23,300株であります。
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(連結損益及び包括利益計算書関係)

減損損失

前連結会計年度（自 2021年４月１日 至 2022年３月31日）

当連結会計年度において、当社グループは以下の資産グループについて減損損失を計上しております。

場所 用途 種類 減損損失(千円)

Mipox (Thailand) Co., Ltd. 工場生産設備

建物及び構築物 7,050

工具、器具及び備品 9,227

リース資産 41,356

ソフトウエア 24,606

合計 82,241

当社グループは、事業用資産については、主として管理会計上の区分を基礎としてグルーピングを行っ

ております。遊休資産及び処分予定資産等については個別に資産のグルーピングを行っております。

・工場生産設備

当社は2022年３月22日開催の取締役会において、連結子会社であるMipox (Thailand) Co., Ltd.を解散し清

算することを決議しました。

これに伴い、将来の回収可能性を検討した結果、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、減損損失として

82,241千円を特別損失に計上しております。

なお、回収可能価額は使用価値により算定しており、使用価値は使用が見込まれる期間の減価償却費相当額

として算定しております。

当連結会計年度（自 2022年４月１日 至 2023年３月31日）

該当事項はありません。

関係会社整理損失引当金繰入額

前連結会計年度（自 2021年４月１日 至 2022年３月31日）

連結子会社であるMipox (Thailand) Co., Ltd. を解散し清算することを決議したことに伴い、将来負担する

こととなる損失の発生に備えるため、当該損失の発生見込額を計上しております。

当連結会計年度（自 2022年４月１日 至 2023年３月31日）

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

当社グループの報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が

経営資源の配分の決定及び業績を評価するために定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社グループでは、「製品事業」と「受託事業」を展開しております。

「製品事業」は、研磨フィルムを中心に、精密洗浄剤・スラリー等の液体研磨剤、研磨装置など、主に研磨関

連製品の製造・販売を行っております。

「受託事業」は、顧客から材料の支給を受け当社グループが保有する設備で塗布、コンバーティング、研磨な

どの受託加工を行っております。

当社グループでは、この２つの事業単位で包括的な戦略を立案し、事業活動を行っております。

したがって、当社グループの報告セグメントはこの２つの事業セグメントから構成されております。

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」に

おける記載と概ね同一であります。

報告セグメントの利益は、営業利益をベースとした数値であります。

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報及び収益の分解情報

前連結会計年度(自 2021年４月１日 至 2022年３月31日)

(単位：千円)

報告セグメント
連結財務諸表

計上額
製品事業 受託事業 合計

売上高

日本 3,561,269 2,402,715 5,963,985 5,963,985

アジア 2,838,044 17,100 2,855,144 2,855,144

北米 1,031,769 459,044 1,490,814 1,490,814

欧州 117,863 603 118,467 118,467

その他の地域 21,085 ― 21,085 21,085

顧客との契約から生じる収益 7,570,032 2,879,464 10,449,497 10,449,497

外部顧客への売上高 7,570,032 2,879,464 10,449,497 10,449,497

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ―

計 7,570,032 2,879,464 10,449,497 10,449,497

セグメント利益 884,695 582,431 1,467,126 1,467,126

(注) １．セグメント利益の合計額は、連結損益及び包括利益計算書の営業利益と一致しております。

２．当社は、各セグメントに属する事業品目を共通の設備を使用して生産しているため、資産、

負債その他の項目をセグメントごとに分類することは実務上困難であります。

また、取締役会が経営資源の配分の決定及び業績評価を行うための対象としているもので

はないため、セグメントごとの資産、負債その他の項目の状況については、記載を省略し

ております。
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当連結会計年度(自 2022年４月１日 至 2023年３月31日)

(単位：千円)

報告セグメント
連結財務諸表

計上額
製品事業 受託事業 合計

売上高

日本 3,482,353 2,045,776 5,528,129 5,528,129

アジア 3,231,239 14,572 3,245,811 3,245,811

北米 1,009,042 15,693 1,024,736 1,024,736

欧州 214,695 4,600 219,295 219,295

その他の地域 11,207 ― 11,207 11,207

顧客との契約から生じる収益 7,948,538 2,080,642 10,029,181 10,029,181

外部顧客への売上高 7,948,538 2,080,642 10,029,181 10,029,181

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ―

計 7,948,538 2,080,642 10,029,181 10,029,181

セグメント利益又は損失(△) 753,042 △540,060 212,982 212,982

(注) １．セグメント利益又は損失(△)の合計額は、連結損益及び包括利益計算書の営業利益と一致

しております。

２．当社は、各セグメントに属する事業品目を共通の設備を使用して生産しているため、資産、

負債その他の項目をセグメントごとに分類することは実務上困難であります。

また、取締役会が経営資源の配分の決定及び業績評価を行うための対象としているもので

はないため、セグメントごとの資産、負債その他の項目の状況については、記載を省略し

ております。
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【関連情報】

前連結会計年度(自 2021年４月１日 至 2022年３月31日)

１．製品及びサービスごとの情報

セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

２．地域ごとの情報

(1) 売上高

(単位：千円)

日本 米国 その他 合計

売上高 5,963,985 1,455,720 3,029,791 10,449,497

(注) 売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。

(2) 有形固定資産

(単位：千円)

日本 マレーシア その他 合計

2,852,434 373,921 124,067 3,350,423

３．主要な顧客ごとの情報

(単位：千円)

顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント名

デクセリアルズ株式会社 1,914,613 受託事業

当連結会計年度(自 2022年４月１日 至 2023年３月31日)

１．製品及びサービスごとの情報

セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

２．地域ごとの情報

(1) 売上高

(単位：千円)

日本 その他 合計

売上高 5,528,129 4,501,051 10,029,181

(注) 売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。

(2) 有形固定資産

本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、記載

を省略しています。

３．主要な顧客ごとの情報

(単位：千円)

顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント名

デクセリアルズ株式会社 1,383,271 受託事業
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【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前連結会計年度(自 2021年４月１日 至 2022年３月31日)

(単位：千円)

報告セグメント
全社・消去 合計

製品事業 受託事業 計

減損損失 82,241 ― 82,241 ― 82,241

当連結会計年度(自 2022年４月１日 至 2023年３月31日)

該当事項はありません。

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

前連結会計年度(自 2021年４月１日 至 2022年３月31日)

(単位：千円)

報告セグメント
全社・消去 合計

製品事業 受託事業 計

当期償却額 8,997 ― 8,997 ― 8,997

当期末残高 80,978 ― 80,978 ― 80,978

当連結会計年度(自 2022年４月１日 至 2023年３月31日)

(単位：千円)

報告セグメント
全社・消去 合計

製品事業 受託事業 計

当期償却額 18,495 ― 18,495 ― 18,495

当期末残高 92,483 ― 92,483 ― 92,483

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

前連結会計年度(自 2021年４月１日 至 2022年３月31日)

該当事項はありません。

当連結会計年度(自 2022年４月１日 至 2023年３月31日)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 2021年４月１日
至 2022年３月31日)

当連結会計年度
(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

１株当たり純資産額 568.24円 561.67円

１株当たり当期純利益 124.89円 3.18円

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

124.68円 ― 円

(注)１．当連結会計年度の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載してお

りません。

２．１株当たり当期純利益及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりでありま

す。

項目
前連結会計年度

(自 2021年４月１日
至 2022年３月31日)

当連結会計年度
(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

１株当たり当期純利益

親会社株主に帰属する当期純利益(千円) 1,550,246 45,293

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
当期純利益(千円)

1,550,246 45,293

普通株式の期中平均株式数(株) 12,413,221 14,239,299

潜在株式調整後１株当たり当期純利益

親会社株主に帰属する
当期純利益調整額(千円)

― ―

普通株式増加数(株) 20,153 ―

(うち新株予約権(株)) (20,153) (―)

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
当期純利益の算定に含めなかった潜在株式の概要

― ―

３．株主資本において自己株式として計上されている信託に残存する自社の株式は、１株当たり当期純利益の算

定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めており、また、１株当たり純資産額の算定上、

期末発行済株式総数から控除する自己株式数に含めております。

１株当たり当期純利益の算定上、控除した当該自己株式の期中平均株式数は前連結会計年度23,300株、当連

結会計年度23,300株であり、１株当たり純資産額の算定上、控除した当該自己株式の期末株式数は、前連結

会計年度23,300株、当連結会計年度23,300株であります。

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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